
　この冬は、数十年に一度といわれる寒波に見舞われ、本当に寒い冬と
なりました。その寒い冬も過ぎ、ようやく、校庭のあちらこちらで春の
息吹が感じられる今日、この良き日に、明石市教育委員会事務局次長　
根兵正邦　様をはじめ、多くのご来賓の皆様、保護者・ご家族の皆様の
ご臨席を賜り、平成２９年度　「明石市立二見中学校　第７０回　卒業
証書授与式」を挙行できますことを誠にうれしく思います。高いところ
からではございますが、校長といたしまして、皆さまに厚く、御礼、申
し上げます。
　本日、本校を巣立ちゆく第７０回生、３０８名の皆さん、あらためて
卒業おめでとう。
　皆さんは、平成２７年　４月にこの二見中学校に入学しました。その
時まだ、皆さんには、あどけない小学生の雰囲気が漂っていたことと思
います。しかし、３年間の中学校生活で、勉強や部活動、その他、多く
の体験を経て心と体を鍛え、沢山の知識や智恵を身に着けて、大きく成
長した姿が、今、ここにあります。
　無事に今日を迎えられたのは、皆さん自身の努力の賜物であることは
間違いありません。しかし同時に、いつも深い愛情を持って育ててくだ
さった、ご両親や家族の皆さまをはじめ、先生方、先輩、友達、そして
暖かく見守って下さった地域の皆様方の支えがあったお蔭であるという
ことも、決して忘れてはなりません。今日という日は、自分を支えてく
れた多くの人に改めて感謝するとともに、四月からの新たな人生のスタ
ートに向けた決意を、しっかりと固める日でもあります。
　さて皆さん、３年間の中学校生活の中での思い出というと、どんなこ
とが頭に浮かびますか。日々の授業や部活動はもちろんのこと、１年生
の時の「スキー実習」。「わくわくオーケストラ教室」。１年生での
「トライやる・ウィーク」や校外学習。中でも三年生での、東京都内や
ディズニーランドでの班行動を中心とした修学旅行は、思いで深いもの

となったことでしょう。
　また、体育大会や文化祭では、生徒会執行部や実行委員を中心に、皆
さんが下級生の模範となり、引っ張ってくれました。これら二大行事
の、どの場面においても、整然とした雰囲気の中に、各クラスの団結力
や仲の良さが垣間見られる、素晴らしい出来栄えであったと思います。
皆さんも先輩達と同じく、あるいはそれ以上に、「I ♥ FUTAMI宣言
を強く意識し、二見中学校の良き伝統を、更に前進させてくれたと私は
確信しています。本当にありがとう。
　さらに、部活動においては、夏の暑さにも冬の寒さにも負けず、時に
は先生方の厳しくも熱い指導の下、運動部・文化部ともに頑張り、多く
の部が明石を代表して東播大会、県大会へと駒を進めました。そして皆
さんの頑張りは、確実に後輩たちに受け継がれるとともに、目指し追い
越すべき目標となっています。お蔭で、後輩たちの活躍もすごいです
ね。
　ただし、部活動は、決して勝つことだけが目的であってはなりませ
ん。私はむしろ、勝つために努力した日々の苦労、流した汗や涙、身に
着けた礼儀・作法、そして仲間と協力して物事を成し遂げるという大切
な経験。これらのことが、皆さんのこれからの人生において、より大き
な財産になるのだと思います。そして、それらが、みなさんの次のステ
ージで活かされなければ、部活動に打ち込んだ意義はなくなってしまう
でしょう。そのことを忘れないでください。
　ここで改めて、卒業していく皆さんの今後の活躍と幸せに思いを馳
せ、変化の激しい、大変な時代を生きていく皆さんに「これを大事にし
てほしい」という私の願いをお話しします。
　それは、つい先日まで行われていたピョンチャン・オリンピックを観
ていて思ったことなのです。日本人選手たちが、目覚ましい活躍をして
くれて、私たちは大きな感動をもらいました。特にフィギュアスケート
の羽生結弦選手の６６年ぶりの大会二連覇の金メダルや、日本の女子ス
ピードスケート界の悲願であった短距離５００ｍでの、小平奈緒選手の
日本人初の金メダルには、皆さんも、驚き、感動したことと思います。
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てください。そうすれば、どんな時代が来ても日本も皆さんも大丈夫で
す。これが私の願いです。
　最後になりましたが、保護者の皆様に、一言お礼を申し上げます。３
年間にわたり、様々な学校の活動にご支援、ご協力いただきまして、誠
に、ありがとうございました。これからは二見中学校が、お子様の「母
校」となります。その母校、二見中学校がこの二見町の宝として、
益々、発展を遂げていけますよう、今後とも、地域の皆様と共に、ご支
援をいただきますよう、よろしくお願いいたします。
　以上を持ちまして、卒業生の皆さんの前途に輝かしい未来を信じ、私
の式辞といたします。

　しかしながら、実は、私が今回の冬季オリンピックで一番素晴らしい
と思ったものは他にあるのです。それは、前回まで、あまり真剣に見て
いなかった、スピードスケート女子「チーム・パシュート」チームの金
メダルなのです。この種目、日本語では「団体追い抜き競技」と呼ば
れ、１チーム３人の選手が縦に「電車ごっこ」みたいに並んで滑るとい
うスタイルも何となく変な感じがしていて、正直「なんじゃ、こりゃ」
と思っていたのです。つまり、あまり関心がなかったわけです。
　ところが今回、この種目のテレビでの解説や、このチームの選手たち
が、４年間、年間に３００日以上も寝食を共にし、最も多くの時間をつ
ぎ込んで練習してきた種目だということを聞き、初めてこの種目の難し
さを理解しました。決勝を戦ったオランダの選手たちの体のでかいこ
と。チームの３人それぞれの１５００ｍの記録の合計を比べると、なん
と日本チームは８秒も負けていたわけで・・・、８秒というと１００メ
ートルくらいの差をつけられてもおかしくないわけです。それなのに結
果的には、２秒近くの差をつけて勝った。これはすごいことですよね。
そして、何故勝てたのでしょう・・・。それは選手３人の一人ひとり
が、最も風の抵抗を受けて体力を消耗する先頭を滑るとき、仲間のため
に壁となってスピードを落とさないように、とことん頑張りぬいたこ
と・・・。先頭を交代するときの磨き上げたチームとしての素晴らしい
動きとチームワーク・・・。そして、３人が並んでコーナーを滑るとき
の一糸乱れぬ素晴らしい滑りの技術・・・などなど。どれをとってみて
も、他の国のチームに比べ、「群を抜いた、すばらしい技術とチームワ
ーク」があったからだと思います。あの滑りに「美しさ」を感じたの
は、私だけではないと思います。と同時に、私は、「とことん技術を磨
き上げる忍耐力、根性・・、時には、しんどくても仲間のために頑張り
ぬく思いやりとチームワーク。これぞ日本だ！これぞ日本人だ！」と痛
烈に思いました。
　結論を言います。どうか皆さん、これからの人生では、日本人である
ことに誇りをもち、「仲間に対する思いやりとチームワーク」そして
「とことん自分を磨き続ける忍耐力と根性」この二つを胸に刻んで生き
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